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【本時案】
第１時
(1) ねらい

本文から収集した情報を基に、なりきりスピーチのテーマを考えることができる。
(2) 準備

「魚を育てる森・難語句プリント」、短冊、マジック
(3) 展開（５時間中の１時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○改まった場面で話 ●改まった場面で話すことの難しさや話す力を高め
すことの難しさを ることの必要性に気付くことができるよう、２つ
振り返る。 10 のロールプレイングから話し手の問題点を考える

活動を行って支援する。
分 ※話し手が聞き手の分かりやすさに配慮していない

点に気付くことができるよう、聞き手の立場から
考えるように助言する。

『魚を育てる森』でスピーチの名人を目指そう！

○本文を読んで得た ●自分なりにスピーチのテーマを考えることができ
情報を基に、各自 るよう、「魚を育てる森・難語句プリント」を活
でスピーチのテー 用して本文を読み、概要をとらえる活動を支援す
マを考える。 る。 【関心・意欲・態度】

●自分の考えたテーマについて、だれ（何）が、だ ・スピーチのテーマ
れ（何）に、どんな目的で行うスピーチなのかを を自分なりに考え、
具体的にノートに書くように促す。 ノートに書いたり、

※テーマを具体化することができない生徒に対して 発表したりしてい
は、本文に出てくる「人」や「もの」を確認して、 る。
その立場からどのような内容のスピーチが可能か （活動及びノートの観察）
を考えるように助言する。

※多様な立場からのテーマを設定することができる 【話すこと・聞くこと】
よう、テーマを幾つか例示する。 ・目的や相手を明確

※考えたテーマを、一つでもノートに書き出せたこ にして、スピーチ
とを賞賛したり励ましたりして他の生徒へ広げ、 のテーマを発表し
活動の意欲化を図る。 ている。

◇他の様々な「人」や「もの」の立場に立って、ス
35 ピーチのテーマを多様に考えるよう助言を行う。 【言語についての知識・理解・技能】

・ 場の状況に応じた
○各自で考えたスピ ●生徒たちがスピーチのテーマを検討し、精選する 適切な音量や速さ
ーチのテーマを、 ことができるよう、各自が考えたテーマの内容を で話している。
発表し合う。 グループ内で発表し合ったり、本文に書かれてい （発言及びノートの記述内

分 る情報を確かめ合ったりする活動を行って支援す 容の分析）
( 1)各 自 の考えたテ る。
ーマをグループ ●スピーチのテーマをグループで検討していく場面
内で発表し、検 では、本文中に十分な情報があるかどうかを検討
討する。 の視点にするように助言を行う。

※自信をもって発表することができるよう、励ます
とともに、グループの聞き手の生徒に対しても、
受容的な聞き方をするように促す。

◇自他の考えたテーマについて、本文の内容を根拠
に積極的に発言するように促す。

( 2)各 グ ループの検 ●スピーチのテーマを精選するため、各グループで
討結果を発表し 検討したテーマの内容を発表し合ったり、本文に
合い、検討する。 書かれている情報を確かめ合ったりする活動を行

って支援する。
●スピーチの目的や相手、スピーチが可能と判断し
た理由などが明確になるよう、本文に書かれてい
ることに基づいて各グループのテーマを発表する
ように助言する。

○次時からの「なり ※生徒の考えたテーマの中から三つを選んで、スピ
きりスピーチ」の ５ ーチⅠ、Ⅱ、Ⅲのテーマとすることと、残りのテ
テーマについて確 ーマは最後のスピーチⅣで利用することを説明す
認する。 分 る。

第２時
(1) ねらい

集めた情報を基に、スピーチメモを書き、「なりきりスピーチⅠ」をすることができる。
(2) 準備

・フラッシュカード、スピーチメモ作成用紙、付せん紙、原稿用紙、
(3) 展開（５時間中の２時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○前時の学習を振り ●前時の板書事項を書いた模造紙を黒板に提示し、
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返る。 ５ 既習事項を説明する。
分

○本時のめあてをつ
かむ。

魚になって、「なりきりスピーチＰＡＲＴⅠ」をしよう！

【テーマ】 「魚たちは訴える！『腐植土を大切に』 」

○スピーチメモを作 ●スピーチの内容を具体化するため、テーマを確認
成する。 して話す目的や相手を明らかにしたり、内容に盛

り込む必要のある事柄を確認したりして支援を行
う。 【関心・意欲・態度】

・書いたメモを基に
(1)スピーチの相手、 ※スピーチの目的や相手、内容が明確になるように してスピーチして
目的、内容を明 「腐植土を守ってほしいことを、魚が人間に訴え いる。
確にする。 るスピーチ」であることを再確認する。 （活動の様子の観察）

※「腐植土を守ってください」と述べるだけでは聞 スピーチメモの分析）
き手への説得力が乏しいことを確認し、「腐植土
の役割やそれが大切な理由」を内容に盛り込む必 【話すこと・聞くこと】
要性に気付くことができるようにする。 ・腐植土が大切なわ

30 けを、自分なりに
( 2)ス ピ ーチに必要 ●自分なりにスピーチメモを作成することができる スピーチしている。
な情報を集め、 よう、必要な情報を収集したり、収集した情報を （活動の様子の観察、
メモをまとめる。 生かしてメモを作成したりする活動を支援する。 スピーチメモの分析）

※「腐植土の役割」についての情報を得ることがで 【言語についての知識・理解・技能】
きない生徒に対しては、本文中で「役割」という ・話す速度や声の大

分 語句が使われている箇所に着目するよう助言を行 きさに注意して話
う。 している。

※全員の生徒がメモを作成することができるよう、 （活動の様子の観察）
読んで収集した情報を交流し合い、黒板に整理を
する。

※メモに盛り込む言葉が分からない生徒に対して
は、板書中の言葉を使うように助言する。

※板書中の言葉を一つの話にまとめられないでいる
生徒に対しては教師が例示を行い、自らの話をま
とめる手がかりとなるようにする。

※メモづくりの際の支援を十分に行い、一人一人の
生徒が話す内容をもつことができるようにする。

◇聞き手に分かりやすいスピーチをするため、メモ
の書き方や生かし方を自分なりに工夫するように
促す。

◇自分の構想したスピーチが、目的や相手に合った
ものかどうかを、もう一度メモで再確認すること
を促す。

○作成したメモを基 ●作成したメモを基に、自分なりにスピーチをする
に、「なりきりス ことができるよう、発表やグループでの聞き合い
ピーチⅠ」を行う。 を支援する。

※一人一人の生徒が、自分なりにがんばってスピー
チに取り組む姿勢を認め励ましていくことで、活
動の意欲化を図る。

15 ※聞き手からの助言をもとに、自分の声の大きさや
速さを調節するようにアドバイスを行う。

分 ※見取った個の状況に応じて、声の大きさや速さな
ど、具体的に助言を行う。

◇スピーチ終了後、さらに聞き手に分かりやすいス
ピーチにしていくには、自分のスピーチのどこを、
どのように改善していけばよいかを具体的に考え
るよう助言を行う。

第３時
（ の部分が見通し１にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、録音などの方法を使っても
検証を行う。）
(1) ねらい

モデルスピーチを聞き比べ、メモを見比べる活動を通して、分かりやすいスピーチをするため
の七つの観点をとらえることができる。

(2) 準備
・ＴＶ、ビデオデッキ、モデルスピーチ①②を収録したビデオテープ、スピーチ上達シート
モデルスピーチ①②のスピーチメモ、第２時の板書事項を書いた模造紙
「分かりやすいスピーチの秘密探しシート」

(3) 展開（５時間中の３時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）
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分かりやすいスピーチをするための秘密をさぐろう。

○ ビ デ オ を 視 聴 ●分かりやすいスピーチの話し方の観点に気付くこと
し て 、 モ デ ル ができるよう、モデルスピーチ①②を聞き比べて気
ス ピ ー チ ① ② づいたことを発表したり、それを整理したりする活
を聞き比べる。 動を行って支援する。

10
＜モデルスピーチ①②の相違点＞

分

※目的をもって視聴できるよう、「どちらが分かりや
すいスピーチか」「なぜ分かりやすいのか」を考え
ながら聞くように指示する。

○ モ デ ル ス ピ ー ※気付いたことを「分かりやすいスピーチの秘密探し 【関心・意欲・態度】
チ ② が 分 か り シート」に書き出している際には、机間指導を行っ ・自分なりに気付い
や す い 理 由 を て一人一人の気付きを賞賛し、それを他の生徒に広 た観点を記述した
ワ ー ク シ ー ト げることで、活動の意欲化を図る。 り、発表したりし
に 書 き 、 発 表 ※分かりやすい理由を考える際に、声の大きさや速度 ている。
する。 15 など具体的な観点を助言して、違いに気付くことが （活動の様子の観察、

できるようにする。 ワークシートの記述）
◇さらに他の観点から「②のスピーチの分かりやすさ
の原因」を考えるよう促す。 【話すこと・聞くこと】

・分かりやすいスピ
＜予想される生徒の反応＞ ーチをするための、

・①は聞き手を見ていないけれど、②は見ているか メモの書き方や生
ら分かりやすい。 かし方を記述して

・①は話し方がだらだらしているけれど、②は大事 いる。
分 な言葉を強調したり、間をとったりしているから （ワークシートの記述）

分かりやすい
・②は身振りを取り入れているから分かりやすい。 【言語についての知識・理解・技能】
・②は大事な言葉を繰り返している。 ・声の速度や大きさ、

間の取り方や言葉
の調子の違いに気

○ モ デ ル ス ピ ー ●分かりやすいスピーチをするためのメモの書き方の づいている。
チ ① ② の メ モ 観点に気付くことができるよう、メモを見比べて気 （ワークシートの記述、
か ら 気 付 い た づいたことを発表したり、それを整理したりしてい 授業中の発言）
分 か り や す さ く活動を行って支援する。
の 原 因 を ワ ー
ク シ ー ト に 書 ※まず、分かりやすいと思った②のメモは、①とどの
き、発表する。 15 ように違うのかに着目するように助言を行う。

※気付いたことを「分かりやすいスピーチの秘密探し
シート」に書き出している場面では、生徒一人一人
の気付きを賞賛し、それを他の生徒に広げることで
活動への意欲を高める。

※成就感をもつことができるよう、発表の際に意図的
指名を取り入れ、一人一人の気付きを全体の学習の
中に生かしていく。

◇キーワードでメモを書くことの利点や、結論の位置
分 と聞き手の分かりやすさとの関係等、具体的に考え

るように助言を行う。

＜予想される生徒の反応＞
・②の方がメモが見やすい。
・②は要点が短くまとめてある。
・①は文章で書かれているから、聞き手を見て話す
ことができない。 など

○ 分 か り や す い ●「分かりやすいスピーチをするための技」として意
ス ピ ー チ を す 10 識づけるために、生徒の見つけた観点を「メモの書
る た め の 観 点 分 き方にかかわるもの」と「書いたメモの生かし方に
を整理する。 かかわるもの」とに分けて整理する活動を支援する。

モデルスピーチ① モデルスピーチ②

メ ○文章で書いたメモを作 ○ア付せん紙に書いたキーワ
モ 成している。 ードでメモを作成してい
の る。
書 ○終わりで結論を述べる ○イはじめと終わりで結論を
き 構成（尾括式の構成） 述べる構成（双括式の構
方 になっている。 成）になっている。

メ ○繰り返しの部分はない。○ウ大事なことを繰り返して
モ いる。
の ○メモをそのまま読んで ○エ聞き手をなるべく見る
生 いる。 ようにして話している。
か ○抑揚や間のない平板な 抑揚や間を工夫した話し
し 話し方をしている。 方をしている。
方 ○やや小さめの声で話す。聞きやすい声量と速さで

話す。
○身振りはない。 身振りを交えている。
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第４時
（見通し２にかかわる授業。 の部分が特に検証にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、
録音等の方法を使っても検証を行う。）
(1) ねらい

聞き手に分かってもらえるよう、構成や話し方を工夫しながら、「なりきりスピーチⅡ」「な
りきりスピーチⅢ」を行うことができる。

(2) 準備
第２時の板書事項を書いた模造紙、スピーチ上達シート（模造紙に書いたもの及びプリント）
スピーチメモ作成用紙、付せん紙、モデルスピーチ②のスピーチメモ（配布済み）

(3) 展開（５時間中の４時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○ 前 時 の 学 習 事 ●本時の学習のめあてが意識づけられるよう、「なり
項を確認する。５ きりスピーチ」で、分かりやすいスピーチをするた

○ 本 時 の め あ て 分 めの観点を身に付ける学習をしていくことを説明す
を知る。 る。

「なりきりスピーチＰＡＲＴⅡ 」でキーワードで書いたメモを振り返ろう。

【テーマ】腐植土の自慢話「私はこんなに大切なのよ！」

○ な り き り ス ピ ●キーワードでメモを作成し、聞き手を見ながらスピ
ー チ Ⅱ を 構 想 ーチできるよう、話す目的や相手を確認したり、練
する。 習の際にアドバイスを行ったりして支援を行う。

※メモで用いるキーワードが見つからない生徒に対し
ては、第２時の板書（黒板に提示しておく）の語句
を手がかりとしてメモを作成するよう助言する。

◇メモが一応完成できた生徒に対しては、ペアを組ん
で練習を行っているように指示する。

○ な り き り ス ピ ●生徒が自らのスピーチの課題や改善の手がかりをつ
ー チ Ⅱ を 聞 き かむことができるよう、「よくできていた観点」を
合 い 、 自 分 の 20 教え合う活動や、互いのメモを見比べたりする活動
ス ピ ー チ の 改 を行って支援する。
善点を考える。 ●話し手の生徒が達成感をもつことができるよう、「よ

分 くできた」と判断した観点については、スピーチ上
達シートの項目を消していくように指示する。

●「できなかった」と判断した観点については、どう
すればできるようになるのかを、周囲の生徒のメモ
の書き方やアドバイスから考え、自分のメモの改善
につなげるよう助言する。

※一度のスピーチで達成できなくてもよいことや、次
回も挑戦できることを説明する。

※「聞き手を見て話す」ためのメモの書き方に気付く
ことができるよう、「聞き手を見ながら話すことが
でき生徒」のメモと自分のメモを見比べ、自分のメ
モの書き方の改善に生かすように助言する。を示し、
その書き方を参考にするように助言を行う。

※「結論が聞き手にはっきり分かる」メモの書き方が
できるよう、構成モデルを用いて結論の位置と聞き
手への分かりやすさとの関連性を確認して支援を行
う。

◇さらに分かりやすいスピーチにするため、他の観点
も取り入れてメモの書き方や生かし方を改善するよ
うに促す。

◇他の生徒のスピーチをより分かりやすいものにする
ために、積極的にアドバイスを行っていくよう助言
する。

なりきりスピーチＰＡＲＴⅢで、結論の位置を工夫したメモを振り返ろう

○ な り き り ス ピ
ーチⅢを構想 【テーマ】 「お答えします。魚はこうすれば増えます！」
する。

●構成や話し方を工夫した分かりやすいスピーチがで
きるよう、話す目的や相手を確認したり、練習の際
にアドバイスを行ったりして支援を行う。

※メモで用いるキーワードが見つからない生徒に対し
ては、第２時の板書（黒板に提示しておく）の語句
を手がかりとしてメモを作成するよう助言する。

※メモの書き方に表れた個々の進歩を他の生徒に広め、
活動の意欲化を図る。

25 ◇ メモが一応完成できた生徒に対しては、ペアを組ん
で練習を行っているように指示する。
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○ な り き り ス ピ ●生徒が自らのスピーチの課題や改善の手がかりをつ 【関心・意欲・態度】
ー チ Ⅲ を 聞 き かむことができるよう、「よくできていた観点」を ・結論の位置や話し
合う。 分 教え合う活動や、互いのメモを見比べたりする活動 方を工夫して、聞

を行って支援する。 き手に分かりやす
●話し手の生徒が達成感をもつことができるよう、「よ く話そうとしてい

○ な り き り ス ピ くできた」と判断した観点については、スピーチ上 る。
ー チ Ⅲ を 振 り 達シートの項目を消していくように指示する。 （活動の様子の観察）
返 り 、 自 分 の ●「できなかった」と判断した観点については、どう
ス ピ ー チ の 改 すればできるようになるのかを、周囲の生徒のメモ 【話すこと・聞くこと】
善点を考える。 の書き方やアドバイスから考え、自分のメモの改善 ・結論の位置を工夫

につなげるよう助言する。 したり、話し方を
工夫したりして話

※「聞き手を見て話す」ためのメモの書き方に気付く している
ことができるよう、他の生徒のメモを例示し、聞き （スピーチメモの記述、
手を見て話すためのメモの書き方に工夫に気付くこ 活動の様子の観察）
とができるようにする。

※「結論が聞き手にはっきり分かる」メモの書き方が 【言語についての知識・理解・技能】
できるよう、構成モデルを用いて結論の位置と聞き ・話す速度や音量、
手への分かりやすさとの関連性を確認して支援を行 間の取り方や言葉
う。 の調子を考えて話

※聞き手に分かりやすい「間や強弱」で話す工夫がで したり、聞いたり
きるよう、他の生徒の「間」の位置や間隔を参考に している。
したり、聞き手にとって分かりやすい「間」の位置 （スピーチメモの記述、
を考えたりしていくように助言する。 活動の様子の観察）

※具体的な間の取り方や言葉の調子を参考として例示
する。

※自分の声の大きさや速さを見直すことができるよう、
録音機器が活用できるようにする。

※次時にベストスピーチを発表し合うことを予告し、
活動の意欲化を図る。

◇さらに分かりやすいスピーチにするため、他の観点
も取り入れてメモの書き方や生かし方を改善するよ
うに促す。

◇他の生徒のスピーチをより分かりやすいものにする
ために、積極的にアドバイスを行っていくよう助言
する。

第５時
（見通し３にかかわる授業、 部分が特に検証にかかわる部分。また、授業後の質問やビデオ録画、
録音等の方法を使っても検証を行う。 ）
(1) ねらい

これまでに身に付けてきたメモの書き方や生かし方の観点を活用して、聞き手に分かりやすい
スピーチをすることができる。

(2) 準備
・第２、３時の板書事項を書いた模造紙、スピーチ上達シート
「なりきりスピーチⅠ～Ⅲ」のスピーチメモとスピーチ上達シートをはった台紙
スピーチメモ作成用紙、付せん紙、カセットテープレコーダー９台

(3) 場所
・多目的室３ 多目的室４ １－１教室

(4) 展開（５時間中の５時間目）

学習活動 時 学習への支援（●）及び留意点（※） 評価項目（評価方法）
十分満足とする状況・態度の生徒に対する支援（◇）

○ 本 時 の め あ て ●スピーチⅠ、Ⅱ、Ⅲで書いたメモから、互いのスピ
を確認する。 ーチの上達ぶりを確かめ合うとともに、ベストスピ

ーチを行っていくことを説明する。

ここが変わった！私のスピーチ

○ ス ピ ー チ メ モ ●互いに分かりやすいスピーチをするための観点が身
Ⅰ ～ Ⅲ と ス ピ に付いてきたことに気付き合えるよう、なりきりス
ー チ 上 達 シ ー ピーチⅠ～Ⅲのメモの書き方や生かし方の変化を見
ト を も と に 、 15 合う活動を行って支援する。
自 分 や 友 達 の
ス ピ ー チ の 上 ※活動の意欲化を図るために、スピーチメモやスピー
達 ぶ り を 認 め チ上達シートに表れた進歩を、他の生徒に広げる。
合う。 ※スピーチⅠのメモとⅢのメモを比較して書き方の変

わった点に着目するよう助言を行い、それが自分の
(1)自分のスピー 分 スピーチのどのような変化につながったかを考える
チの変化に気 ように促す。
づく。 ※スピーチⅡ、Ⅲの取組の様子や表現力の向上を具体

(2)友達のスピー 的に認め、励ます。
チの変化に気 ◇なるべく多くの友達のメモの書き方の変化につい
づく。 て、上達への気付きを書くように促す。
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「聞き合おう！これが私のベスト・スピーチ」

○ 「 な り き り ス ●スピーチⅣの自己課題が明確になるように、友達か 【関心・意欲・態度】
ピ ー チ Ⅳ 」 を らもらった付せん紙に書かれている内容をもとにし ・自分のスピーチを
構想する。 て、自分が身に付けた観点と未だ身に付けていない より分かりやすく

観点とを明確にするよう助言を行う。 するためにメモの
書き方や生かし方

＜テーマの例＞ を工夫している。
①魚たちは訴える！「腐植土を大切に」 （メモの記述の分析、
②腐植土の自慢話「私はこんなに大切なのよ！」 活動の様子の観察）
③お答えします。「魚はこうすれば増えます！」
④気仙沼の漁民、Ａさんは語る。
⑤植林しましょう！Ｂさん！ など 【話すこと・聞くこと】

・キーワードで書い
●できるだけ多くの観点が「できた」といえるスピー たメモを基に、構
チができるよう、各自のメモの作成や練習を支援す 成や間、抑揚を工
る。 夫したスピーチを

20 ●テーマを決める際には、生徒が主体的に選択できる している。
よう、第１時に生徒が考えたスピーチのテーマの一 （スピーチメモの分析、
覧を示し、その中から選択できるようにする。 活動の様子の観察）

※練習の際には、聞き手の生徒も「スピーチの相手の 【言語についての知識・理解・技能】
分 立場」になりきって聞くことや、さらに分かりやす ・話す速度や音量や

いスピーチにするための具体的なアドバイスをする 間、言葉の調子に
よう助言する。 注意して話したり

※スピーチの内容が具体的に構想できるよう、テーマ 聞いたりしている。
を基に、話す目的や相手が明確になるように助言を （スピーチメモの分析、活
行う。 動の様子の観察、

※自分のスピーチの改善点に気付くことができるよう、 相互評価や自己評
教師や生徒が聞き手となってアドバイスし合う。 価の分析）

※「間」を工夫したスピーチができるよう、個の状況
に応じて、「どこで、どのように間を取るのか」等、
具体的に助言していく。

※自分の声の大きさや速さを見直すことができるよう、
録音機器を活用するようにアドバイスする。

◇練習の際には、自分のスピーチをさらに分かりやす
くするための改善点に気付くことができるよう、録
音機器なども活用できるようにする。

○ 「 な り き り ス ●互いに「話してよかった」と思えるスピーチになる
ピ ー チ Ⅳ 」 を よう、互いのスピーチを聞き合う活動を支援する。
聞き合う。 ※スピーチを聞き合う際には、友達の上達した点や「う

15 まくできた点」などに注意しながら聞くように指示
する。

○ 「 な り き り ス 分 ●学習に成就感を持つことができるよう、互いのスピ
ピ － チ Ⅳ 」 を ーチの上達ぶりを教え合っていくようにする。
自 己 評 価 し た ※教え合う際には、「なりきりスピーチⅠ」の時のメ
り 、 相 互 評 価 モの書き方や生かし方と比較して、各々の話す力の
したりする。 向上を認め合うよう助言する。


